
　　収支予算書に係る注記　

　１．投資活動及び財務活動に関する見込 （単位：千円）

科　　目 予算額
前年度

予算現額 比較増減 備　考

【投資活動収支の部】

〈投資活動収入〉

固定資産取崩収入 1,118 3,105 △ 1,987

減価償却引当資産取崩収入 1,118 3,105 △ 1,987 固定資産除却分

特定資産取崩収入 5,000 4,300 700 特定資産取崩

オフィス電話購入資金取崩収入 0 1,000 △ 1,000

普通乗用車輛購入資金取崩収入 0 2,700 △ 2,700
ｲﾝﾎﾞｲｽ対応消費税相当額積立資金
　　　　　　　　　　　取崩収入 3,700 600 3,100

就業用車輛購入資金積立取崩収入 1,300 0 1,300

敷金・保証金等戻り収入 8 12 △ 4

預託金戻り収入 8 12 △ 4 軽ダンプ売却

投資活動収入計 6,126 7,417 △ 1,291

〈投資活動支出〉

固定資産取得支出 4,303 7,488 △ 3,185

車輛運搬具購入支出 1,687 2,850 △ 1,163 軽ダンプ購入

什器備品購入支出 500 2,250 △ 1,750 草刈機

減価償却引当資産取得支出 2,116 2,388 △ 272

特定資産取得支出 4,391 181 4,210 特定資産積立

ｲﾝﾎﾞｲｽ対応消費税相当額積立資金
　　　　　　　　　　　　積立取得支出 181 181 0

事務機器購入資金積立取得支出 4,210 0 4,210

敷金･保証金等支出 35 15 20

預託金支出 35 15 20 軽ダンプ購入

投資活動支出計 8,729 7,684 1,045

投資活動収支差額 △ 2,603 △ 267 △ 2,336

【財務活動収支の部】

〈財務活動収入〉

財務活動収入計 0 0 0

〈財務活動支出〉

財務活動支出計 0 0 0

２．借入金限度額

　　短期借入金限度額は、10,000,000円とし、借入先は、八十二銀行須坂支店とする。

３．就業機会提供事業の業務量により、当該業務のため直接必要な経費に不足が生じた

  ときに限り、予算額を超えて執行することができる。


